
金

海

古

H
U
志
怨
廿
ニ

加昌
輪開言
-
候
。
承
引
不
ν
仕
候
は
y
・
頭
々
へ
令
昌
相
談
一
頭
よ
り
可
・
致
=

回開見
切候。

共
上
に
も
不
所
存
候
者
、
念
皮
相
札
、
越
度
可
=申
付
】
事
。

附
・
家
中
之
せ
が
れ
兆
之
山
門
貌
の
敬
戒
E
し
か
ら
宇
、
叉
は
共

身
心
得
あ
し
く
・
武
業
令
=
疎
同
町
一
不
作
法
者
有
ν
之
候
者
、
北ハロ聞に

よ
り
貌
之
お
知
申
付
間
放
候
問
、
人
々
覚
悟
専
要
之
事
。

一
.
諸
殺
生
を
好
巾
者
は
.
不
制
刑
法
之
草
花
候
。
但
震
=同
出
品
位
-
打
差

相
越
山
剛
山
u
・
可
ν
翁
a
各
別
-
都
。

一
.
跡
L
M
B

巾
山
候
へ
共
.
此
節
に
候
間

.mA制
約
可
u

相
=守
之
-
候
。

武
兵
馬
n
H
等
分
限
細
胞
に
可
u
所
持
m

候
0

4
ん
兵
の
勢
K
候
へ
ば
・
可
V

致
a
奇
麗
-
候
。
側
担
…
銑
之
物
数
省
都
美
を
つ
く
さ
宇
、
臨地
a
分
限
-
不
足

無
b

之
帥
M
K
、
述
々
可
a
相
制
-
候
。
常
々
帯
す
る
刀
脇
指
・
具
、
静
岡
事

可
v
守
=此
旨
-
事
。

附
、
付
合
之
節
料
迎
不
ν
山
候
市
不
v
叶
間
は
、
如
a
跡
-R

ニ
汁
一
一
糸

史
可
v
仕
候
。
且
叉
酒
不
v
可
ν
出
候
。
夜
合
之
節
・
湯
漬
飯
香
物
之

外
無
用
に
候
。
他
客
K
候
者
調
二
世
制
可
ν
出
ν
之
、
脱
俄
接
廻
は
、
一

汁
二
楽
に
沼
三
ね
た
る
べ
き
事
。

一
-
侍
之
本
立
を
取
失
ひ
、
我
訟
を
愁
に
し
、
僚
好
之
手
段
を
以
・

己
が
利
す
る
底
を
た
く
み
・
家
老
用
人
等
へ
取
入
‘
心
陀
不
v
駆
者

五
O 

を
雌
拾
を
申
出
・
能
者
を
田
市
敷
申
か
す
め
、
傍
鷲
之
問
を
申
妨
る
も

の
於
ν
在
v
之
は
、
持
士
へ
と
ら
し
め
の
た
め
、
刑
制
可
=
申
付
-
事
。

一
、
向
後
帥
同
士
共
、
山
路
刊
有
ν
之
者
は
勿
論
之
俊
民
候
。
品
開
之
紐
盟

北
ハ
筋
目
陀
よ
ら
宇
、
人
之
擦
れ
A
K
随
而
・
段
々
分
明
に
念
度
共
品
可
=

申
付
-
候
問
、
自
今
以
後
武
士
道
之
行
儀
作
法
正
敷
執
行
、
会
可
a

相

暗
-
儀
専
一
日
札
候
事
。

お
之
保
L
K

竪
可
v
相
a
守
之
一
悲
し
令
a
越
鴨
H
一
第
一
家
裁
を
取
失
、
不
義

好
伎
を
か
ま
へ
巾
も
の
於
ν
有
ν
之
は
、
初

頭

者
一期
之
者
た
り
と
い
ふ

共
‘
念
度
可
z
巾
付
-
候
。
柳
用
拾
を
加
間
数
候
。
長
家
之
憐
は
、
代
々

数
百
年
来
、
武
之
轡
を
以
家
名
と
致
す
底
陀
、
武
士
之
格
式
を
取
失

ひ
・
賭
士
之
作
法
制
叫
陀
於
v有
v
之
は
、
針
み
ん
代
-不
孝
企
一
耳
、
殊
更
武

家
之
耽
戸
時
不
v
過
v
之
・
四
時
党
作
法
之
綬
な
る
陀
よ
り
、
申
棋
風
み
だ
る

べ
き
と
令
a
了

m-候。
向
後
念
皮
共
作
法
可
b

相
一一札
之
-
僚
、
竪
共
恨
可
v

第
一
-
肝
要
一
者
也
。

一亥三
月
三
日

右
法
度
持
、
年
底
米
鮮
と
い
へ
ど
も
、
家
風
の
正
し
き
都
知
ら
れ
け

り
。
慾
務
十
二
位
金
総
公
が
文
政
の
初
め
防
士
へ
の
叡
捻
容
に
も
・
長

甲
斐
守
の
家
中
の
風
儀
を
可
a
見
習
-
と
総
せ
給
へ
り
と
、
或
老
人
い
へ

之。 大云長の物E昔見前連飯野家に手爾命首よ者:bI: 0長谷 格i!!i り
夫とふ氏秘時 哲書己 氏 、 り ‘谷 。

と I起の に ら とよ長 百吋~谷ι良 部 だ執金部

へ 出 生土て長 ヨ類たと長家部信連 ら官官の
援止る fiiT ・右父 ♂r れ 主之主迭 し政

長な内局更はを へ た 胤 との

E入居る最豊年山は 盛翠考 Z白 子養が b 岨は ぞ商はが 右 i忠道 J、。 子 と 也・ 々

‘故 丸潟 Il: る7k と 係、部信い o i!i 数等家

のさき家に と長新大馬 K 戸成 、 {ひ革 と <J~
投安 河開 の b ・のり 今を 速 見妃

との 放と 荷路車とり 親2額h! 1士克て 記とふる h.K、 あり

い在すの本い夫1 l i 稜岱能細続す 税 し信連能壁建量内之 c 
ム名たム o j脅"江主'e る へ の 氏あ い

ペ 連信 司~ t。主li子孫 るとりの 鹿嶋1図出 へ
し。るにいとののすと f宵且 ど
さよの・ちさ見と考設 放有 るい も

し 長連父主を主信 連 じれねい はへ民 子政多て ・ るは・‘ふ K り ・り。もニ 長家
父 は 長 :m: ・て大 、 宮

霊の 需k拡 長門事 長 和混撃へ長量 陪

が禁主37F 然 長谷 千本 谷夫 翫1見t1筒z ・ 共lJ~ 長 る によ 八長 の
は 新馬 とを 部 家も信部り氏字 代氏 家

候。 の れ 造 所綱 門 の 殺 に S者高司En F人g 捻非越使 槌骨己 且え長字， 長等詰毎1 配~ 百畑、かへを太東は 紋抄

とへ 陸の苛fぞ'1'初IH も刀に ‘ 一4否""“ム E 雇工+ 図移 K 、 E は 長 は山 花

候iうし空円LE向 tf i谷 三 革 主主 一f大往 け :bI:阿 普 主主E晶ん君 去所主倖主歌
せ へる 、 きたの Aル J毛 年凹 凶
んた o ~.~てり 。 年

へと 錫が 主揚をlヨ主主 り0 大w勢の 待 ける 1衣の守 部霊 あと 凶 p出 五月 技，品々 品師 五月

t日量ijaT り両 三 十中E長谷信 十て 自一た= /'C.を o r'i ~北長五 五

れけ 丘EtEEu -型b 一飴E詩り保岡 、被νFぞi子F 平ー 日 旬日

q の自主主は ィ:去。の郡著 家書芸右主担事』ハ可 投非護第盆手
承 御Z叛Zはす=五 如 物何の九-K Mn" ー

に謹露のり刻大高倉商元を青泊f 御I有 企 桐剛量胆雪吉量宅

立会にりれ内党と に夫 て~.~ の射与一容釦Lこ ILL→ Et右EJ 1 っ ・へ宮 ・の 御 ね
て土打えのの夜 ・ ・1句
‘て依入て御殺判官小 術府 の守 留 3良之 z一niJl光 光

金

滞

古

蹟

志

俗
、廿

五




